
 
平成 1 7 年 2 月 2 3 日           
高圧ガスＬＮＧ協会           

             定期自主検査指針／保安検査基準（ＬＮＧ受入基地関係）の総則等の変更内容について     （１／３） 

変更箇所 変更前（技術委員会 h17.1.14 提示） 変更後 理由等 

名 称 

（基･指） 

高圧ガスＬＮＧ受入基地設備定期自主検査指針 

高圧ガスＬＮＧ受入基地設備保安検査基準 

定期自主検査指針（ＬＮＧ受入基地関係） 

保安検査基準（ＬＮＧ受入基地関係） 
ＫＨＫ版との名称整合

総 則 

（基･指） 

 

Ⅰ．総  則  

 

１．適用範囲 

本基準は、コンビナート等保安規則（以下「コンビ則」という。）の適用を受ける液

化天然ガス（以下、ＬＮＧ＊１という）受入基地の製造施設＊２（コンビ則第２条第１項

第１４号の特定液化石油ガススタンド、同第１５号の圧縮天然ガススタンド及び同第

１５号の２の液化天然ガススタンドを除く。）の内、コンビ則第３４条第１項に規定す

る特定施設に係る高圧ガス保安法（以下「法」という。）第３５条の保安検査について

適用する。 

 

＊１ 本基準を適用するＬＮＧは、Liquefied Natural Gas（液化天然ガス）の略称で、

メタンを主成分とする天然ガスを精製、冷却、液化したもので、常圧において約

-160℃の沸点を有する液体である。天然ガス中に含まれる炭酸ガス、硫化水素、水

分等の不純物は精製工程で除去されるので、腐食性がない（解説参照）。表１に設計

液密度及び設計温度を示す。 

 

 

（表１省略） 

 

 

 

 【解 説】 

ＬＮＧの腐食性について 

 

 

１ 天然ガス中の腐食成分 

地層中の天然ガスは水（地層水）と共存しており、地層水は海水組成に類似し、Ｎ

ａＣｌを主体とするＮａ、Ｃａ、Ｍｇ塩（塩化物、硫酸塩、炭酸塩など）を含む。

さらに炭酸ガス（ＣＯ２）や硫化水素（Ｈ２Ｓ）などの酸性ガスを含み、酸素を含

まないのが環境の特徴である。天然ガスに同伴される主たる水溶性の腐食性成分

は、炭酸ガス（ＣＯ２）および硫化水素（Ｈ２Ｓ）の酸性ガス成分と塩分である。

これ以外で同伴する微量成分では、Ａｌ合金とアマルガム生成反応をおこす水銀

（Ｈｇ）がある。 

 しかし、これらの腐食成分は、天然ガスの精製過程において除去されるため、Ｌ

ＮＧによる腐食はない。 

 実際、２５年以上経過したＬＮＧ産地での精製基地および国内ＬＮＧ受入基地設

備において、これら腐食成分による不具合は認められていない。 

 

 

 

Ⅰ．総  則  

 

１．適用範囲 

本基準は、コンビナート等保安規則（以下「コンビ則」という。）の適用を受ける液

化天然ガス（以下、ＬＮＧ＊１という）受入基地の製造施設＊２（コンビ則第２条第１項

第１４号の特定液化石油ガススタンド、同第１５号の圧縮天然ガススタンド及び同第

１５号の２の液化天然ガススタンドを除く。）の内、コンビ則第３４条第１項に規定す

る特定施設に係る高圧ガス保安法（以下「法」という。）第３５条の保安検査について

適用する。 

 

＊１ 本基準を適用するＬＮＧ（Liquefied Natural Gas）は、メタンを主成分とする

天然ガスを精製、冷却、液化したもので、ＬＮＧ製造工程において炭酸ガス、硫

化水素、水分、水銀等の不純物を液化基地および受入基地の設備が腐食しないよ

うに除去したものである（解説参照）。表１に設計液密度及び設計温度を示す。 

 

 

（表１省略） 

 

 

 

 【解 説】 
  天然ガス中の不純物が設備に与える影響について 
 
 
  １ 天然ガス中の不純物 

地層中の天然ガスは水（地層水）と共存しており、地層水は海水組成に類似し、

ＮａＣｌを主体とするＮａ、Ｃａ、Ｍｇ塩（塩化物、硫酸塩、炭酸塩など）を含

む。さらに炭酸ガス（ＣＯ２）や硫化水素（Ｈ２Ｓ）などの酸性ガスを含み、酸素

を含まないのが環境の特徴である。天然ガスに同伴される主たる水溶性の腐食性

成分は、炭酸ガス（ＣＯ２）および硫化水素（Ｈ２Ｓ）の酸性ガス成分と塩分であ

る。これ以外で同伴する微量成分では、Ａｌ合金とアマルガム生成反応をおこす

水銀（Ｈｇ）がある。 

 

 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載内容修正による 

タイトルの修正 

 

表現修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現の修正 
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平成 1 7 年 2 月 2 3 日           
高圧ガスＬＮＧ協会           

                   定期自主検査指針／保安検査基準（ＬＮＧ受入基地関係）の総則等の変更内容について     （２／３） 

変更箇所 変更前（技術委員会 h17.1.14 提示） 変更後 理由等 

総 則 

（基･指） 

 

２ 受入ＬＮＧ腐食性の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 水による湿性腐食（対象材料：炭素鋼、９％Ｎｉ鋼） 

脱水設備でほぼ完全に脱水されており、プロセス内で水の凝縮はなく腐食しな

い。また、ＬＮＧ設備運転温度（-162℃～常温）範囲での水蒸気酸化は無視で

き腐食しない。 

 

イ 炭酸ガスによる湿性腐食（対象材料：炭素鋼、９％Ｎｉ鋼） 

       水が無いため腐食性なし。 

       （右の反応は進行しない。） 

 

 

 

 

ウ Ｈ２Ｓによる腐食（水素脆化）（対象材料：炭素鋼、９％Ｎｉ鋼） 

      水が無いため腐食性なし。 

      （右の反応は進行しない。） 

 

 

 

 

 

エ Ｈｇ腐食（対象材料：Ａｌ、Ａｌ－Ｍｇ合金鋼） 

-162℃の LNG における溶解度分（飽和濃度分）は 0.1μg／Nm3 程度であり、 仮

にこの濃度分含まれていても常温までの運転温度範囲で凝縮はなく、液体 Hg

として存在しないことから、アマルガム腐食、応力腐食割れは起こらない。 

       

オ 全硫黄（硫黄化合物）による腐食（高温酸化腐食）（対象材料：炭素鋼） 

  水に溶解しにくく、常温以下の温度では腐食性はない。 

 

カ 塩化物による腐食（塩化物応力腐食割れ）（対象材料：ＳＵＳ３０４、３１６Ｌ鋼） 

水が無いため腐食性なし。また、ＬＮＧ基地設備において、温度５０℃以上の

環境で使用される部位はない。 

 

 ２ 不純物が設備に与える影響ついて 

  

 （１）液化基地設備 

天然ガス中の不純物により、液化設備が腐食すれば、安定した製造が不可能となる

ことから、液化プロセスの精製において、不純物が除去されている。液化基地の不

純物除去設備性能は水分１ppm、水銀１０ng/Ｎm3程度である。 

 （２）受入基地設備 

このように精製された天然ガスに含まれる不純物は微量であり、液化されたＬＮＧ

中や気化器で気化したメタンガス中では、たとえ蒸気あるいは固体として存在して

も、液体としては存在しないので、次のとおり各不純物による受入基地設備の材料

に与える影響はない。 

   

ア 水による湿性腐食（対象材料：炭素鋼、９％Ｎｉ鋼） 

液化基地の精製工程でほぼ完全に脱水されており、ＬＮＧ受入基地設備運転温

度（-162℃～常温）範囲での水の凝縮はなく腐食しない。 

 

 

イ 炭酸ガスによる湿性腐食（対象材料：炭素鋼、９％Ｎｉ鋼） 

ＬＮＧ受入基地設備運転温度（-162℃～常温）範囲での水の凝縮はなく腐食し

ない。（下の反応は進行しない。） 

 

 

 

 

 

ウ Ｈ２Ｓによる腐食（水素脆化）（対象材料：炭素鋼、９％Ｎｉ鋼） 

ＬＮＧ受入基地設備運転温度（-162℃～常温）範囲での水の凝縮はなく腐食し

ない。（下の反応は進行しない。） 

 

 

 

 

 

エ 全硫黄（硫黄化合物）による腐食（高温酸化腐食）（対象材料：炭素鋼） 

  水に溶解しにくく、常温以下の温度で腐食性はない。 

 

オ Ｈｇ腐食（対象材料：Ａｌ、Ａｌ－Ｍｇ合金鋼） 

液化基地の精製工程でＨｇは除去されており，ＬＮＧ受入基地設備運転温度

（-162℃～常温）範囲でＨｇの凝縮はなく、液体Ｈｇとして存在しないことか

ら、アマルガム腐食、脆化は起こらない。 

 

カ 塩化物による腐食（塩化物応力腐食割れ）（対象材料：ｵｰｽﾃﾅｲﾄｽﾃﾝﾚｽ鋼） 

ＬＮＧ設備運転温度（-162℃～常温）範囲での水の凝縮はなく腐食しない。ま

た、ＬＮＧ基地設備において、温度５０℃以上の環境で使用される部位はない。 

 

 

内容変更による名称 

変更 

 

追加 

液化基地の不純物除去 

内容を記載 

 

追加 

受入基地設備に影響の 

ないことを記載 

 

 

 

表現修正 

 

 

 

 

表現修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現修正 

 

 

 

 

 

 

エ、オの順序入替 

 

 

 

表現修正 

 

 

 

 

表現修正 

カソード反応：Ｈ２ＣＯ３＋ｅ－＝Ｈ＋＋ＨＣＯ３
－ 

       ＨＣＯ３
－＝Ｈ＋＋ＣＯ３

２－ 

       ２Ｈ＋＋２ｅ－＝Ｈ２ 

アノード反応：Ｆｅ＝Ｆｅ２＋＋２ｅ－ 
       Ｆｅ２＋＋ＣＯ３

２－＝ＦｅＣＯ３ 

カソード反応：Ｈ２Ｓ＝Ｈ＋＋ＨＳ－ 
       ＨＳ－＝Ｈ＋＋Ｓ２－ 

       ２Ｈ＋＋２ｅ－＝Ｈ２ 

アノード反応：Ｆｅ＝Ｆｅ２＋＋２ｅ－ 
       Ｆｅ２＋＋Ｓ２－＝ＦｅＳ 

カソード反応：Ｈ２ＣＯ３＋ｅ－＝Ｈ＋＋ＨＣＯ３
－ 

       ＨＣＯ３
－＝Ｈ＋＋ＣＯ３

２－ 

       ２Ｈ＋＋２ｅ－＝Ｈ２ 

アノード反応：Ｆｅ＝Ｆｅ２＋＋２ｅ－ 
       Ｆｅ２＋＋ＣＯ３

２－＝ＦｅＣＯ３ 

カソード反応：Ｈ２Ｓ＝Ｈ＋＋ＨＳ－ 
       ＨＳ－＝Ｈ＋＋Ｓ２－ 

       ２Ｈ＋＋２ｅ－＝Ｈ２ 

アノード反応：Ｆｅ＝Ｆｅ２＋＋２ｅ－ 
       Ｆｅ２＋＋Ｓ２－＝ＦｅＳ 



 
平成 1 7 年 2 月 2 3 日           
高圧ガスＬＮＧ協会           

 

 

            定期自主検査指針／保安検査基準（ＬＮＧ受入基地関係）の総則等の変更内容について     （３／３） 

変更箇所 変更前（技術委員会 h17.1.14 提示） 変更後 理由等 

 

表－２ ＬＮＧ気化器 

 （１）オープンラック式 

 

表－２ ＬＮＧ気化器 

 （１）オープンラック式（注） 

周 期 周 期 

検査部位 検査項目 検査方法 1 回 

/1 年 

1 回 

/3 年 
その他 

備 考 検査部位 検査項目 検査方法 1 回 

/1 年 

1 回 

/3 年 
その他 

備 考 

目視検査 外部目視 ○   【コンビ 5-1-17、19】 目視検査 外部目視 ○   【コンビ 5-1-17、19】

メタリコン 

検査 

メタリコン 

膜厚測定等 
  ○ 

周期は、運転時間、目

視検査結果、予寿命評

価結果に基づき設定

する。 

（３年以内） 

【コンビ 5-1-17、19】

メタリコン 

検査 

メタリコン 

膜厚測定等 
  ○ 

周期は、運転時間、目

視検査結果、予寿命評

価結果に基づき設定

する。 

（３年以内） 

【コンビ 5-1-17、19】

非破壊検査 ＰＴ等   ○ 

目視検査で異常が認

められた場合に、必要

に応じて実施。 

非破壊検査 ＰＴ等   ○ 

目視検査で異常が認

められた場合に、必要

に応じて実施。 

フィンチュー

ブ及びヘッダ

ーパイプ 

リーク 

テスト 

ガス検知器

等 
○   【コンビ 5-1-18】 

フィンチュー

ブ及びヘッダ

ーパイプ 

リーク 

テスト 

ガス検知器

等 
○   【コンビ 5-1-18】 

 

散水装置 目視検査 外部目視   ○ 
周期は、運転状況に応

じて設定する。 
散水装置 目視検査 外部目視   ○ 

周期は、運転状況に応

じて設定する。 

検査方法 

（指） 

   
 （注）オープンラック式気化器（アルミニウム合金）については、適当な時期に内部点検を行うことが

望ましい。 

 

 

（注）追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部点検を行うことを

追加 

 

 


